
立命館大学・経営学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１５

基盤研究(C)（一般）

2021～2018

デザイン・ドリブン・イノベーション手法による伝統工芸振興についての考察

Discussion of traditional crafts through design-driven innovation methods

２０３０９０９０研究者番号：

佐藤　典司（sato, noriji）

研究期間：

１８Ｋ０１７７６

年 月 日現在  ４   ６   ６

円     2,000,000

研究成果の概要（和文）：暮らしや社会の中に位置づけられる伝統工芸も、技術や制作工程を「変えない」誇り
を持ちながらも、自身の作る製品の「意味を変える」ことが必要であり、デザイン・ドリブン・イノベーション
の手法が有効であることがわかった。また、伝統工芸の制作にたずさわる職人以外の人々も、伝統工芸の世界に
新しい意味を発見し、新しい意味を付与することがわかった。
　一方で、課題として、伝統産業を活性化するデザインマネジメントの普及のためには、伝統産業内のみではな
く、現代産業・社会を含めた私たちの社会全体が目指すべき新たなビジョンを構築することがきわめて重要であ
ることもわかった。

研究成果の概要（英文）：Traditional crafts, which are positioned in daily life and society, also 
need to "change the meaning" of their products, while being proud to "not change" their technologies
 and production processes, and the method of design-driven innovation proved to be effective. In 
addition, non-craftsmen involved in the production of traditional crafts discovered new meaning in 
the world of traditional crafts and found new meaning. On the other hand, we found that in order to 
popularize design management that revitalizes traditional industries, it was extremely important to 
build a new vision that not only traditional industries but also the entire society, including 
modern industries and societies, should aim for.

研究分野： デザインマネジメント

キーワード： デザインマネジメント　デザイン・ドリブン・イノベーション　伝統工芸
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研究成果の学術的意義や社会的意義
伝統工芸産業は、高齢化や後継者不足、原材料の不足や値上がり、需要の低迷などから、衰退の一途をとたどる
中、現代のライフスタイルに合わない製品仕様やデザイン、価格、流通形態などによる需要の低迷などが課題で
あり、デザインマネジメント手法による対応が必要とされている。そうした中、デザインに新しい意味を与える
デザイン・ドリブン・イノベーションの手法が、すでにいくつかの成功した伝統工芸活動事例の中に見出された
点や、職人以外の人々が、そこに新しい意味を発見し、新しい意味を付与することがわかったことは、今後の伝
統工芸世界をデザインマネジメント手法によって活性化する際に、非有意義な発見となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）全国の伝統工芸産業は、職人の高齢化や後継者不足、原材料の不足や値上がり、需要の低
迷などから、衰退の一途をたどっている。そうした諸課題の中でも、とくに、現代のライフスタ
イルに合わない製品仕様やデザイン、価格設定、流通形態などによる需要の低迷などが課題とな
っており、デザインマネジメント手法による対応が必要とされている。  
（２）研究代表者（佐藤）は、デザインマネジメントの研究のために、またその成果を実社会で 
生かすべく、京都市や滋賀県において、長年にわたってデザインによる伝統工芸産業の振興活動
を実践してきており、そうした活動経験をもとに本テーマの研究に資することができると考え
た。 
 
 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、全国各地で進行しつつある伝統工芸の振興策について、デザインマネジメント 
の一手法であり、近年、注目されつつあるデザイン・ドリブン・イノベーション（Verganti, 2009, 
佐藤ほか訳，2012）の手法を使って研究・分析を行うものである。デザイン・ドリブン・イノベ
ーションとは、製品に新しい意味（製品の体験から得られる価値など）を与えることによって生
じるイノベーションを指し、製品のデザインを工夫すること、他分野の技術の導入、消費者の潜
在ニーズ抽出などにより実現される。 具体的には、京都市や滋賀県でのデザインによる伝統工
芸振興事例を中心に、全国の同様の工芸品振興事例なども対象としながら、デザイン・ドリブン・
イノベーションの手法の有効性や課題等について検討するものである。 
 
 
 
３．研究の方法 
・本研究ではすぐれたデザイン価値を体現した製品が、そのアイディアやコンセプトの発生過程
において、デザイン・ディスコース（参与する解釈者たち）の中からそれらがどのように生み出
されるのかについて、とくに伝統工芸分野に焦点をあてて調査分析を行った。具体的には、プロ
ジェクト活動を通じた参与観察や、関係者へのインタビューなどを通じて、デザイン・ドリブン・
イノベーションの視点から検討した。 
 
 
 
４．研究成果 
以下、デザイン・ドリブン・イノベーションの視点から、京都市や滋賀県での伝統工芸活動や全
国の同様の工芸品活動事例を通じた参与観察や、関係者へのインタビューなどを通じて得られ
た成果である。 
（１）伝統工芸の歴史は古く、全国各地で創作作業を続ける職人たちの誇りは「変わらない」こ
とである。一方で、人々の暮らしぶりや社会は、急激な変化をとげている。そうした中、暮らし
や社会の中に位置づけられる伝統工芸も、当然ながら「変わる」ことを余儀なくされる。こうし
たジレンマは二つの方向から解決されるべきことがわかった。ひとつは、職人たち自身によって、
伝統工芸品の「意味」が見直されることである。つまり、技術や制作工程を「変えない」誇りを
持ちながらも、自身の作る製品の「意味を変える」ことであり、デザイン・ドリブン・イノベー
ションの手法が有効である。具体的には、ミツフジ（株）の伝統的な帯づくり用銀糸は、ウェア
ラブルの電導銀糸としてその意味を大きく変え、ＮＥＣと京都の蒔絵師の下出氏による「蒔絵調
印刷の漆バイオプラスチック」の開発、滋賀県の袱紗メーカー清原による「kokurumi ～こくる
み」の制作、同じく滋賀県のマザーレイクブランドの「KIKOF」の信楽焼や京都の「GO ON × 
Panasonic Design」の「ＩＨ対応の木製燗徳利」も、どれも元の伝統工芸品を離れた新しい意味
を見出した製品であった。以上、伝統工芸という制約の中で、技術の急進的変化「テクノロジー・
プッシュ」が期待されないかぎり、ベルガンティの唱える意味の急進的変化「デザイン・ドリブ
ン」が重要な役割を果たすことがわかった（佐藤 2018; 佐藤 2021）。 
（２）伝統工芸製品に「新しい意味を与える」べくもうひとつの方向性は、伝統工芸の制作にた
ずさわる職人以外の人々が、伝統工芸の世界に新しい意味を発見し、新しい意味を付与すること
である。具体的には、企業人を辞めて家業の帯店を引き継いだミツフジ（株）の三寺社長や、漆
調バイオプラスチックの開発を始めたＮＥＣの技術者たち，「kokurumi ～こくるみ」プロジェク
トに参加した滋賀県守山市のママさんたち、「KIKOF」の東京在のデザイナー「キギ」の二人、「GO 
ON × Panasonic Design」のパナソニックのデザイナーたち、そして「GO ON 」プロジェクトで
あるプロデューサー各務氏らであった。加えて、彼らは、新しい意味の発見者や付与者にとどま
らず、しばしば、技術の急進的変化「テクノロジー・プッシュ」の提供者としての働きもしてい



ることがわかった。その意味からいえば、彼らと職人たちとの出会いは、ベルガンティの言う、
理想的な「デザイン・ドリブン・イノベーション」の着地点であるところの、急進的な技術の改
善と、新しい意味の生成が重なる「技術が語る瞬間」を実現していたことが明らかになった（佐
藤 2018; 佐藤 2021）。 
（３）前述したような研究成果を得たものの、その課題は伝統産業内のみにあるのではなく、ま
た伝統産業と現代産業・社会との接続のみにあるものでもなく、現在の私たちの認識下にある産
業・社会像を超えた、伝統産業と現代産業・社会を含めた私たちの社会全体が目指すべき新たな
ビジョンを構築することがきわめて重要であることもわかった。このような問題意識を踏まえ、
研究成果を広く社会に発信するために、デザインマネジメント研究全体の課題を捉え直し体系
的に整理した書籍『デザインマネジメント論のビジョン』（佐藤ほか，2022）にまとめ刊行した。 
主な内容としては、以下のとおりである。1)デザインと問題解決について（想像力やデザイン態
度など）、2)デザイン知について（リフレーミング、批判的態度、実験主義、視覚化、デザイナ
ーが知を生成する方法やデザイン的思考など）、3)「ものごとに意味を与える行為としてのデザ
イン」と「組織や社会を新たな方向に導くためのデザイン」について（ベルガンティのデザイン・
ドリブン・イノベーション、デザイン・ディスコース、デザインリーダーシップ、デザイン・ケ
イパビリティなど）、4)デザインマネジメント論の新たな方向性について（デザイナーの組織に
おける役割、意味と価値の違い、デザインリサーチ、属人性と組織的施策、製品・サービス開発
的視点、デザイン・ディスコースとの戦略的ネットワーク形成など）である。 
こうした内容を書籍にまとめ、それを世に問うことで、伝統工芸関係者はもとより、広く一般の
間にもデザインマネジメントの重要性や手法に関する認識が広がることが、本研究の最終的成
果であると考えている。 
＜参考文献＞ 
・佐藤典司（2021）「デザイン・ドリブン・イノベーション手法による伝統工芸振興」『立命館経
営学』59/6, pp.1-18. 
・佐藤典司（2018）「伝統工芸産業の現状と課題，および今後のビジネス発展の可能性」『立命館
経営学』57/4, pp.57-73. 
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